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1. 平成28年3月期第3四半期の連結業績（平成27年4月1日～平成27年12月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する四

半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

28年3月期第3四半期 82,242 20.8 △5,175 ― △5,239 ― △10,193 ―
27年3月期第3四半期 68,058 △27.7 2,446 △51.0 2,578 △47.9 1,197 △80.9

（注）包括利益 28年3月期第3四半期 △10,198百万円 （―％） 27年3月期第3四半期 3,021百万円 （△49.2％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

28年3月期第3四半期 △70.61 ―
27年3月期第3四半期 8.29 ―

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

28年3月期第3四半期 143,620 41,258 28.7
27年3月期 145,137 51,461 35.4
（参考）自己資本 28年3月期第3四半期 41,178百万円 27年3月期 51,386百万円

2. 配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無 

 

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

27年3月期 ― 2.50 ― 0.00 2.50
28年3月期 ― 0.00 ―
28年3月期（予想） 0.00 0.00

3. 平成28年 3月期の連結業績予想（平成27年 4月 1日～平成28年 3月31日）  
（％表示は、対前期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無  

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 111,000 15.3 △8,700 ― △8,700 ― △13,800 ― △95.59



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無 

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無 

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

（注）詳細は、添付資料Ｐ.３「２. サマリー情報（注記事項）に関する事項 （１）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示」をご覧ください。  

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく
四半期連結財務諸表のレビュー手続は終了しておりません。  

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
（将来に関する記述等についてのご注意） 
 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報および合理的であると判断する一定の前提に基づいており、そ
の達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。  

※ 注記事項

新規 ―社 （社名） 、 除外 ―社 （社名）

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有
② ①以外の会計方針の変更 ： 無
③ 会計上の見積りの変更 ： 無
④ 修正再表示 ： 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 28年3月期3Q 146,750,129 株 27年3月期 146,750,129 株
② 期末自己株式数 28年3月期3Q 2,394,759 株 27年3月期 2,388,628 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 28年3月期3Q 144,358,452 株 27年3月期3Q 144,367,570 株
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

 当第３四半期連結累計期間のわが国経済は、中国を始めとするアジア新興国の景気の下振れなどのリスクはある

ものの、各種政策の効果もあり、雇用や設備投資が堅調に推移しています。 

 このような経営環境のもと、当第３四半期連結累計期間の当社グループの業績は、鉄道車両の売上が増加したこ

となどから、売上高は前年同四半期比２０.８％増加の８２２億４２百万円となりました。利益面につきまして

は、米国工場において鉄道車両の製造工程の遅延が発生したことなどから、営業損失は５１億７５百万円（前年同

四半期は営業利益２４億４６百万円）、経常損失は５２億３９百万円（前年同四半期は経常利益２５億７８百万

円）となりました。更に、繰延税金資産の回収可能性について慎重に検討を行った結果、当社の繰延税金資産を全

額取り崩したことなどから、親会社株主に帰属する四半期純損失は１０１億９３百万円（前年同四半期は親会社株

主に帰属する四半期純利益１１億９７百万円）となりました。 

 セグメント別状況は以下のとおりであります。 

①鉄道車両事業 

 ＪＲ東海向けおよびＪＲ西日本向けＮ７００Ａ新幹線電車、ＪＲ東海向け気動車のほか、名古屋鉄道向け電車、

名古屋市交通局向け電車、東京都交通局大江戸線電車、東京メトロ銀座線電車などの売上がありました。海外向け

車両としましては、米国向け２階建て電車、カナダ向け気動車、ベネズエラ向け電車、台湾向け車体傾斜式特急電

車などの売上がありました。その結果、鉄道車両事業の売上高は、海外向け車両が増加したことなどにより、

４９４億１５百万円と前年同四半期比２５.７％増加となりました。 

②輸送用機器・鉄構事業 

 輸送用機器におきましては、キャリヤなどの大型陸上車両やＬＰＧ民生用バルクローリ、コンテナ貨車、ディー

ゼル機関車などが増加し、売上高は８５億９２百万円と前年同四半期比２３.５％増加となりました。 

 鉄構におきましては、北海道開発局向け新厚別川橋、名古屋高速道路公社向け名古屋西ジャンクションＦランプ

橋、関東地方整備局向け三坂新田高架橋などのほか、架設工事として富士川第一跨線橋、常葉川跨線橋などの売上

がありました。また、東海道新幹線大規模改修工事などの売上があり、売上高は６１億４０百万円と前年同四半期

比５２.８％増加となりました。 

 以上の結果、輸送用機器・鉄構事業の売上高は１４７億３２百万円と前年同四半期比３４.２％増加となりまし

た。 

③建設機械事業 

 建設機械におきましては、国内向けで東日本大震災復興工事の本格化や東京オリンピック開催に向けた建設工事

の増加などから、全回転チュービング装置などが堅調に推移したほか、海外向けでは韓国向け大型杭打機や中国向

け全回転チュービング装置などを輸出しました。 

 発電機につきましては、海外向けは堅調でしたが国内向けが低調に推移し、売上は減少しました。 

 以上の結果、建設機械事業の売上高は１５１億６７百万円と前年同四半期比０.６％増加となりました。 

④その他 

 鉄道事業者向け車両検修設備のほか、各地のＪＡ向け営農プラントの改修工事、家庭紙メーカー向け製紙関連設

備、レーザ加工機、鉄道グッズ販売などの売上があり、その他の売上高は２９億２６百万円と前年同四半期比 

８.７％増加となりました。 

 

（２）財政状態に関する説明

①資産

 流動資産は前期末に比べ２.０％減少し８４８億４８百万円となりました。これは、主に海外向けの鉄道車両に

係る棚卸資産が減少したことによるものであります。固定資産は前期末に比べ０.３％増加し５８７億７２百万円

となりました。これは、主に所有株式の時価が上がったため投資有価証券が増加したことによるものであります。 

 この結果、総資産は前期末に比べ１.０％減少し１,４３６億２０百万円となりました。 

②負債 

 流動負債は前期末に比べ１５.９％減少し６６１億８１百万円となりました。これは、主に海外向け鉄道車両に

係る前受金が減少したことによるものであります。固定負債は前期末に比べ１４２.０％増加し３６１億８０百万

円となりました。これは、主に長期借入金の増加によるものであります。 

 この結果、負債合計は前期末に比べ９.３％増加し１,０２３億６１百万円となりました。 

③純資産 

 前期末に比べ１９.８％減少し４１２億５８百万円となりました。これは、主に親会社株主に帰属する四半期純

損失を計上したため、利益剰余金が減少したことによるものであります。 
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（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

 平成28年３月期（平成27年４月１日～平成28年３月31日）の連結業績予想につきましては、前回（平成27年10月

27日付け）公表いたしました予想値から変更はありません。

 

 

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

（企業結合に関する会計基準等の適用）

 「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成25年９月13日）、「連結財務諸表に関する会計基

準」（企業会計基準第22号 平成25年９月13日）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号 平

成25年９月13日）等を第１四半期連結会計期間から適用し、支配が継続している場合の子会社に対する当社の持分

変動による差額を資本剰余金として計上するとともに、取得関連費用を発生した連結会計年度の費用として計上す

る方法に変更しております。また、第１四半期連結会計期間の期首以後実施される企業結合については、暫定的な

会計処理の確定による取得原価の配分額の見直しを企業結合日の属する四半期連結会計期間の四半期連結財務諸表

に反映させる方法に変更しております。加えて、四半期純利益等の表示の変更及び少数株主持分から非支配株主持

分への表示の変更を行っております。当該表示の変更を反映させるため、前第３四半期連結累計期間及び前連結会

計年度については、四半期連結財務諸表及び連結財務諸表の組替えを行っております。

 当該会計基準等の適用については、「企業結合に関する会計基準」第58－２項(4)、「連結財務諸表に関する会

計基準」第44－５項(4)及び「事業分離等に関する会計基準」第57－４項(4)に定める経過的な取扱いに従ってお

り、第１四半期連結会計期間の期首時点から将来にわたって適用しております。

 これによる損益に与える影響はありません。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成27年３月31日) 
当第３四半期連結会計期間 

(平成27年12月31日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 3,381 8,586 

受取手形及び売掛金 29,181 29,296 

商品及び製品 1,388 1,728 

半製品 1,278 1,291 

仕掛品 37,668 38,238 

原材料及び貯蔵品 7,908 3,152 

その他 5,759 2,558 

貸倒引当金 △19 △3 

流動資産合計 86,546 84,848 

固定資産    

有形固定資産    

土地 15,088 15,085 

その他（純額） 16,767 16,435 

有形固定資産合計 31,856 31,520 

無形固定資産 615 608 

投資その他の資産    

投資有価証券 19,314 19,854 

退職給付に係る資産 5,894 5,841 

その他 948 987 

貸倒引当金 △39 △39 

投資その他の資産合計 26,117 26,643 

固定資産合計 58,590 58,772 

資産合計 145,137 143,620 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 11,457 9,359 

電子記録債務 8,981 11,739 

短期借入金 10,015 2,491 

未払法人税等 770 37 

前受金 28,766 19,829 

賞与引当金 1,773 822 

工事損失引当金 8 62 

受注損失引当金 9,575 9,371 

その他 7,378 12,466 

流動負債合計 78,727 66,181 

固定負債    

長期借入金 5,000 24,173 

引当金 483 460 

退職給付に係る負債 228 237 

その他 9,236 11,309 

固定負債合計 14,948 36,180 

負債合計 93,675 102,361 
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    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成27年３月31日) 
当第３四半期連結会計期間 

(平成27年12月31日) 

純資産の部    

株主資本    

資本金 11,810 11,810 

資本剰余金 12,046 12,046 

利益剰余金 18,048 7,854 

自己株式 △510 △512 

株主資本合計 41,394 31,198 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 7,486 7,961 

繰延ヘッジ損益 △47 △8 

為替換算調整勘定 △2,155 △2,536 

退職給付に係る調整累計額 4,708 4,563 

その他の包括利益累計額合計 9,992 9,980 

非支配株主持分 74 80 

純資産合計 51,461 41,258 

負債純資産合計 145,137 143,620 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第３四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 
 至 平成27年12月31日) 

売上高 68,058 82,242 

売上原価 60,152 82,064 

売上総利益 7,905 177 

販売費及び一般管理費 5,459 5,352 

営業利益又は営業損失（△） 2,446 △5,175 

営業外収益    

受取利息 3 5 

受取配当金 227 246 

持分法による投資利益 29 44 

その他 107 97 

営業外収益合計 367 393 

営業外費用    

支払利息 61 140 

為替差損 － 91 

その他 174 225 

営業外費用合計 235 457 

経常利益又は経常損失（△） 2,578 △5,239 

特別利益    

固定資産売却益 8 11 

投資有価証券売却益 246 1 

特別利益合計 254 13 

特別損失    

固定資産除売却損 26 36 

関係会社整理損 26 － 

その他 3 2 

特別損失合計 56 38 

税金等調整前四半期純利益又は 

税金等調整前四半期純損失（△） 
2,776 △5,264 

法人税等 1,569 4,921 

四半期純利益又は四半期純損失（△） 1,206 △10,186 

非支配株主に帰属する四半期純利益 9 7 

親会社株主に帰属する四半期純利益又は 

親会社株主に帰属する四半期純損失（△） 
1,197 △10,193 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第３四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 
 至 平成27年12月31日) 

四半期純利益又は四半期純損失（△） 1,206 △10,186 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 1,619 467 

繰延ヘッジ損益 △84 38 

為替換算調整勘定 136 △381 

退職給付に係る調整額 143 △144 

持分法適用会社に対する持分相当額 △0 7 

その他の包括利益合計 1,814 △12 

四半期包括利益 3,021 △10,198 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 3,011 △10,205 

非支配株主に係る四半期包括利益 9 7 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

 

（セグメント情報等）

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間（自平成26年４月１日 至平成26年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

            （単位：百万円） 

  報告セグメント 
その他 
(注)１ 

合計 
調整額 
(注)２ 

四半期連結 
損益計算書 
計上額 
(注)３ 

 
鉄道車両 
事業 

輸送用機器 
・鉄構事業 

建設機械 
事業 

売上高              

外部顧客への売上高 39,313 10,974 15,078 2,691 68,058 － 68,058 

セグメント間の内部売上高

又は振替高 
21 239 4 179 445 △445 － 

計 39,335 11,214 15,083 2,870 68,503 △445 68,058 

セグメント利益又は損失(△) 1,004 △8 2,393 △139 3,250 △803 2,446 

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメント等であり、車両検修設備、営農プ

ラント、製紙関連設備などの製造・販売、不動産賃貸などを含んでおります。

２．セグメント利益又は損失(△)の調整額には、全社費用△804百万円、棚卸資産の調整額△34百万円お

よびセグメント間取引消去21百万円などが含まれております。なお、全社費用は、主に報告セグメント

に帰属しない一般管理費であります。

３．セグメント利益又は損失(△)は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

 

Ⅱ 当第３四半期連結累計期間（自平成27年４月１日 至平成27年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

            （単位：百万円） 

  報告セグメント 
その他 
(注)１ 

合計 
調整額 
(注)２ 

四半期連結 
損益計算書 
計上額 
(注)３ 

 
鉄道車両 
事業 

輸送用機器 
・鉄構事業 

建設機械 
事業 

売上高              

外部顧客への売上高 49,415 14,732 15,167 2,926 82,242 － 82,242

セグメント間の内部売上高

又は振替高 
24 149 2 146 323 △323 －

計 49,440 14,882 15,169 3,073 82,565 △323 82,242

セグメント利益又は損失(△) △7,021 190 2,320 167 △4,344 △831 △5,175

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメント等であり、車両検修設備、営農プ

ラント、製紙関連設備などの製造・販売、不動産賃貸などを含んでおります。

２．セグメント利益又は損失(△)の調整額には、全社費用△828百万円、棚卸資産の調整額△11百万円お

よびセグメント間取引消去6百万円などが含まれております。なお、全社費用は、主に報告セグメント

に帰属しない一般管理費であります。

３．セグメント利益又は損失(△)は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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４．補足情報

（１）生産、受注及び販売の状況

①生産実績

事 業 区 分

前第３四半期連結累計期間

（平成26.４.１～平成26.12.31）

当第３四半期連結累計期間

（平成27.４.１～平成27.12.31）

金額（百万円） 構成比（％） 金額（百万円） 構成比（％）

鉄 道 車 両 46,449 ６１.６ 49,212 ６０.７

輸送用機器・鉄構 12,198 １６.２ 15,132 １８.７

建 設 機 械 14,132 １８.７ 13,690 １６.９

そ  の  他 2,625 ３.５ 3,023 ３.７

合     計 75,405 １００.０ 81,058 １００.０

 

②受注状況

事 業 区 分

前第３四半期連結累計期間

（平成26.４.１～平成26.12.31）

当第３四半期連結累計期間

（平成27.４.１～平成27.12.31）

金額（百万円） 構成比（％） 金額（百万円） 構成比（％）

受

注

高

鉄 道 車 両 34,654 ５２.６ 8,864 １９.９

輸送用機器・鉄構 13,214 ２０.０ 13,900 ３１.１

建 設 機 械 14,301 ２１.７ 17,047 ３８.２

そ  の  他 3,757 ５.７ 4,813 １０.８

合     計 65,927 １００.０ 44,625 １００.０

受

注

残

高

鉄 道 車 両 153,985 ８７.７ 109,516 ７８.１

輸送用機器・鉄構 17,124 ９.８ 21,855 １５.６

建 設 機 械 1,697 １.０ 4,169 ３.０

そ  の  他 2,699 １.５ 4,645 ３.３

合     計 175,507 １００.０ 140,187 １００.０

 

③販売実績

事 業 区 分

前第３四半期連結累計期間

（平成26.４.１～平成26.12.31）

当第３四半期連結累計期間

（平成27.４.１～平成27.12.31）

金額（百万円） 構成比（％） 金額（百万円） 構成比（％）

鉄 道 車 両
39,313

(15,054)
５７.８

49,415

(22,447)
６０.１

輸送用機器・鉄構
10,974

(－)
１６.１

14,732

(630)
１７.９

建 設 機 械
15,078

(1,579)
２２.２

15,167

(1,951)
１８.４

そ  の  他
2,691

(7)
３.９

2,926

(1)
３.６

合     計

（うち海外向け売上分）

68,058

(16,641)

１００.０

(２４.５)

82,242

(25,031)

１００.０

(３０.４)
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